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１ 学校の概要１ 学校の概要

学びの多様化学校とは？

学びたい気持ちがありながらも、さまざまな要因で在籍校に通うことが困難に
なっている生徒のために、授業時間や学習内容などを柔軟に設定している学校

設置概要

名称（仮称）
大野城市立みずほ中学校（仮称）
（大野城市立大野中学校分校）

設置場所 瑞穂町集会所（大野城市瑞穂町2-2-26）を転用し設置

施設配置 教室（４教室）・集会室・保健室・相談室・事務室・職員室

開校時期（目標） 令和８年４月

生徒受入人数 学校全体で最大３０人程度（１学年１０人程度を想定）

学区 大野城市内全域



転入学対象者

今回創設する学びの多様化学校は、中学生を対象とし、次の①から④の全て
に該当する生徒のうち、教育委員会が入学を認めた生徒を対象とする。

① 大野城市内に住民登録をしている中学校第１学年から中学校第３学年の
生徒

② 不登校状態又は不登校傾向にある生徒（※１）

③ 学びの多様化学校で学びたいという思いがあり、保護者の理解と協力が
得られる生徒

④ 専門家により構成される「学びの多様化学校就学委員会（仮称）」で
学びの多様化学校が最適な学びの場であると認められた生徒（※２）

※１「不登校状態」とは、文部科学省の定義する「病気や経済的な理由を除き、年間30
日以上の欠席」を目安とし、未来教室コンパス（適応指導教室）やフリースクール等へ
通室している場合も含む。また、「不登校傾向」とは、別室登校や登校しぶり等を指す。

※２ 学びの多様化学校は、少人数を活かした丁寧な支援を行っていくが、通常の学級
であり、特別支援学級や通級指導教室とは性質が異なる。

２ 学校の特色２ 学校の特色

目指す学校像
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目指す学校像を実現するための３つの特色

ゆとりある学校生活１
年間授業時数（既存の中学校は1015時間）を910時間に削減
登校時刻（既存の中学校は8:20頃）を9:30、下校時刻を15:30に設定
１単位時間（既存の中学校は50分）を５分短縮し45分に設定
校則の弾力化（校則は設定せず、ルールを決める際は生徒と教師が話合いを行い決定）

体験や探究を重視した学習活動２
各教科等の授業時数の一部を削減した特別の教科の設置

（地域との連携を通して、心身の健やかな発達と社会性、創造性を育む「コラボタイム」）

各教科等の授業の中で、生徒の実態に応じた活動の実施
（対話や内省を通じて自分を表現し、自分や他者を理解する力を育む「まどかな心の時間」）
（各種検定問題等に取り組むことを通して、知識及び技能を育む「チャレンジ」）

定期考査（ペーパーテスト）の廃止
（こどもの活動状況や作成物、レポート等から総合的に資質・能力の定着を判断）

安心して通えるサポート体制３
スクールカウンセラー(ＳＣ)、スクールソーシャルワーカー(ＳＳＷ)等による教育相
談体制の充実
ＳＣやＳＳＷの授業（「まどかな心の時間」）への参画
大学と連携した「ストレスマネジメント」教育の実施
教育支援課が行っている訪問相談支援事業等を利用した専門的な支援者からのこども
及び保護者への個別サポート

時制（案）

時間 カリキュラム等 内容

09:30 登校
徒歩、自転車、公共の交通機関等を利用して登校し
ます

09:30-09:40 まどかな心の時間 生徒全員で対話をします

09:45-10:30 チャレンジ 学びなおしをしたり検定問題に取り組んだりします

10:40-11:25 学び① 各教科等の学習を級友と先生と一緒に学びます

11:35-12:15 学び②
学び①と同じ、もしくは実態に応じてチャレンジの
時間とします

12:25-13:15 昼食・昼休み 弁当持参かランチ給食・パン販売が選択できます

13:20-14:50
（90分）

コラボタイム
総合、美術、音楽、
技術・家庭

午後の時間は体験活動や実習を行います
ゲストティーチャーによる実技指導があります
校外で活動することもあります

15:00-15:10 清掃 使用した場所を全員で掃除をします

15:10-15:30 まどかな心の時間 対話を通して一日を振り返ります

15:30 下校 完全下校(16:00)まで自由に過ごすことができます

３ 教育課程３ 教育課程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ スケジュール（案）４ スケジュール（案）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

瓦田区総会・住民説明会

６月議会 補正予算計上

９月議会 補正予算計上・条例
改正

瑞穂町集会所施設改修工事、内
装工事・ネットワーク工事

【集会所利用停止期間】

文部科学省との協議・設置認可

対象者の把握・アンケート調査
（意向調査）の実施

学校生活のルール（制服・通学
方法・給食等）、転入学の流れ
等、学びの多様化学校のしくみ
の構築

保護者説明会

入学者選考方法の検討・入学者
選考

生徒の入学・転学受付

学びの多様化学校開校 R8.4月開校

５ 他自治体の学びの多様化学校の例５ 他自治体の学びの多様化学校の例

宇美町立学びの多様化学校（原田小ハピネス分校・宇美南中ハピネス分校）

←中学生教室

↑小学生教室

←休憩スペース

✿ ✿



玖珠町立学びの多様化学校（くす若草小中学校）

校舎全景

小学生教室

中学生教室休憩室


